詳説政治経済目次

第１部　現代の政治
第１章　民主政治の基本原理
１．政治と法
私たちと政治／国家と法
２．民主政治の発展
自然権思想と社会契約説／基本的人権の保障と国民主権／法の支配／基本的人権の展開／基本的人権の国際的保障／権力の分立／議会制民主主義／社会主義とファシズム
３．世界のおもな政治体制
議院内閣制／大統領制／権力集中制
第２章　日本国憲法と民主政治
１．日本国憲法の成立と基本的性格
大日本帝国憲法の特色／日本国憲法の制定／日本国憲法の三大基本原則／国民主権と象徴天皇制／憲法の最高法規性／憲法改正
２．基本的人権の保障
基本的人権と個人の尊重／公共の福祉と国民の義務／自由権（自由権的基本権）　(1)人身（身体）の自由　(2)精神的自由権　(3)経済的自由権／法の下の平等／社会権（社会権的基本権）　(1)生存権　(2)労働基本権　(3)教育を受ける権利／参政権／基本的人権を確保する権利／新しい人権　(1)環境権　(2)プライバシーの権利　(3)知る権利　(4)自己決定権
３．平和主義と日本の安全保障
徹底した平和主義／自衛隊の発足／文民統制／日米安全保障条約の締結／冷戦終結後の日本の安全保障／周辺事態の変化と集団的自衛権
第３章　日本の政治制度
１．日本の政治機構と国会
国会の権限／国会の構成／国会の現状と課題
２．内閣の仕組みと行政権の拡大
議院内閣制／内閣の仕組みと権限／行政の拡大と民主的統制／行政の拡大と官僚制の問題
３．裁判所と国民の司法参加
司法権の独立／裁判所と裁判の仕組み／国民の司法参加／弁護士と検察官／違憲立法（法令）審査権
４．地方自治の仕組みと住民参加
地方自治の仕組み／地方自治の課題／住民参加
第４章　現代日本の政治
１．政党政治の展開
政党と政党政治／55年体制／55年体制の終焉
２．選挙
選挙制度／選挙運動の問題
３．世論と国民の政治参加
マス=メディアと世論／政治的無関心の拡大／圧力団体と族議員／民主主義への期待
第５章　現代の国際社会
１．国際社会の成立と国際法
国際社会の成立と近代／国際法の成立／国際司法機関の発達／人権保障の国際的な動き／人権保障に関する条約と国内法／主権と領土問題
２．拡大する国際機関の役割
国際連盟の成立と崩壊／国際連合の成立／国際連合の仕組みと平和維持機能／国連の役割と国連改革問題／地域的な政府間機関
３．戦後国際社会の動向
第二次世界大戦と東西冷戦／多極化と平和共存への動き／冷戦の終結と国際政治の動向／核軍縮への取組み／地域紛争と国際平和の課題
４．国際平和と日本の役割
戦後の日本外交／日米新安保体制／日本外交の課題／人類の福祉と日本の課題
第２部　現代の経済
第１章　経済社会の変化
１．経済活動の意義
経済の仕組み／市場経済の仕組み
２．資本主義経済の特徴と変化
資本主義経済の形成／資本主義経済の変容／社会主義経済の発生と失敗
第２章　現代経済の仕組み
１．国民経済の主体と相互関係
経済主体／家計／企業の活動と社会的責任　(1)企業の種類と株式会社　(2)株式会社の仕組み　(3)企業の社会的責任　(4)政府の活動と役割
２．市場の機能と限界
市場の機能／市場の失敗　⑴不完全競争　⑵情報の非対称性　⑶　外部性と公共財
３．物価の動き
消費者物価指数と企業物価指数／インフレーションとデフレーション／物価の動き
４．国民所得と経済成長
国民所得　(1)国内総生産　(2)国内総生産の限界を克服する試み　(3)国富／経済成長と景気変動　(1)経済成長　(2)景気変動
５．財政の仕組みと租税
財政の役割　(1)財政の機能　(2)国の予算／税の意義と役割　(1)租税の意義　(2)間接税と直接税　(3)財政の課題
６．貨幣と金融の仕組み
貨幣の働き／金融の働きと金融機関／銀行とその働き／中央銀行の役割／金融政策と金融調節／金融自由化の進展
第３章　日本経済の発展と国民福祉の向上
１．戦後日本の経済成長
戦後復興期／高度経済成長期／安定成長期／最近の経済情勢
２．産業構造の変化
産業構造の高度化／経済のサービス化・ソフト化
３．中小企業問題
中小企業の定義と地位／中小企業の種類／中小企業政策の展開
４．農業と食料問題
日本農業の歩み／日本農業の動向／農産物の輸入自由化／日本農業の課題
５．労働問題と労働市場
資本主義の成立と労働問題の発生／日本の労働運動と労働政策／日本的労使関係の変容／労働環境の変化／リーマン＝ショック後の雇用問題と対策／新しい働き方を求めて
６．社会保障と国民生活
社会保障の歩み／日本の社会保障制度／今後の課題／福祉社会へ向けて
７．消費者問題と消費者保護
消費者問題／消費者の権利
８．公害防止と環境保全
公害問題の発生／新しい公害と公害対策の展開／環境保全への取組み
第４章　国際経済の変化と日本
１．国際経済の仕組み
自由貿易の意義／国際収支の仕組み／外国為替の仕組みと外国為替相場／外国為替相場の決定
２．国際協調と国際経済機関の役割
国際通貨制度の成立と変化　(1)IMF＝GATT体制の成立　(2)国際通貨制度の変化　(3)GATTからWTOへ　(4)国際協調の動き／南北問題と経済協力　(1)南北問題　(2)発展途上国の動き　(3)経済の国際協力
３．国際経済の特質
グローバル化する市場経済／地域的経済統合の動き　(1)地域統合の動き　(2)拡大と深化を進めるEU　(3)NAFTAの動き　(4)結びつきを強めるASEAN／アジアNIESと中国の経済成長　(1)成長するアジアNIES　(2)中国経済の変容と成長
４．地球環境と資源・エネルギー問題
地球規模に広がる環境問題／地球の温暖化／先進国と発展途上国の対立／エネルギー問題
５．国際経済における日本の役割
国際経済における日本／日本の経済協力／国際経済の課題と日本の役割
第３部　現代社会の諸課題
第１章　現代日本の諸課題
１．少子高齢社会と社会保障
２．地域社会の変貌と住民生活
３．雇用と労働をめぐる問題
４．産業構造の変化と中小企業
５．農業と食料問題
第２章　国際社会の諸課題
１．地球環境と資源・エネルギー問題
２．国際経済格差の是正と国際協力
３．人権・民族問題と地域紛争
４．国際社会における日本の立場と役割
